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西田愼二

日本赤十字社和歌山医療センター心療内科，和歌山，〒 640-8558

Treatment with Kampo medicine for 
stress related disease
Shinji Nishida
Department of Psychosomatic Medicine, Japanese Red Cross Wakayama Medical Center, Wakayama, 
640-8558, Japan

In recent years, there are many patients with stress related disease. These 

patients visit not only mental or psychosomatic clinic but also somatic medicine 

clinic. And the analysis of patients who visited Kampo medicine of the hospital of 

Osaka university school of medicine, 40 percent of them were stress related disease. 

At the diagnosis of these patients, we need to combine the way of determination 

of visceral disease of TCM, the way of formulation corresponding of Japanese Kampo 

and the way of EBM. We should pay attention the problems of Sin (personality 

disorder, development disorders and memory disturbances) about heart, stagnation 

of Ki (depressive mood and agitation), disturbance of Hikyoku(smooth muscle 

disturbances as abdominal pain or migraine and skeletal muscles disturbances as 

neck stiffness, tremor, leg cramp or blepharospasm ) about gall bladder and liver, and 

injury of spleen and stomach (epigasralgia, appetite loss or abdominal pain)   caused 

by stagnation of Ki of about spleen and stomach.

At the treatment of these patients, we should perform psychotherapy for disease 

of heart, take Kampo medicine of “ Saikozai” according to pattern of abdomen and 

symptoms for disease of gall bladder or liver and Kampo medicine of “ Saiko-zai” or 

“Ninjin-zai” for disease of spleen and stomach.

Abstract
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近年，ストレス関連疾患患者が増加している。この患者は精神科・心療内科だけ
でなく一般身体科への受診も多く，大阪大学医学部附属病院漢方医学外来では新患
患者統計では，４割がストレス関連疾患であった。
このようなストレス関連疾患の診断では，中医学の臓腑弁証による手法，日本漢

方による方証相対・口訣による手法，EBMによる手法を組み合わせて治療を行う
ことが必要である。臓腑弁証においては，心については神の問題（人格障害，発達
障害，記銘力障害など）に，肝胆については胆鬱（抑うつ気分，焦燥感など），罷極
失調（腹痛，偏頭痛などの内臓平滑筋の異常，肩こり，振戦，こむら返り，眼瞼痙
攣などの横紋筋の異常）に，脾胃については胆気（肝気）横逆（心窩部痛，食思不振，
腹痛など）について着目する必要がある。
治療においては心の異常には心理療法を主として行う。肝胆の異常については日

本漢方でいうところの「柴胡剤」について，腹証・症候などから処方を考える。脾
胃の異常には「柴胡剤」による胆鬱（肝鬱）の改善と，必要であれば人参剤の投与
を行う。

はじめに

大学病院漢方医学外来の患者層分析

表 1
表２

要旨



原著　　

4　日本中医学会雑誌　Vol.2 No.2　2012

原著　　

ストレス関連疾患に対する漢方治療
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中医学の視点による治療

表３

表４
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原著　　

日本漢方の視点による治療

表５
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診断と治療

症例
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原著　　

まとめ

文献
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糖尿病慢性并 症的中医治 －④

糖尿病性皮 痒症
天津中医 大学第一附属医院内分泌代 科　 深涛

　　糖尿病性皮 瘙痒症是糖尿病 常 的并 症之一。其 病机理可能与血糖的
升高引起血 及 液渗透 生 化而神 末梢受到刺激，或使皮 生物 活
弱以及皮 缺血缺 或排汗 常等病理因素有 。本病可以 到中医消渴病并 “瘙
痒”“ 瘙痒”等病 的范畴。其主要病机是由于糖尿病病人多 虚之体，水 火 ，
病久 更耗气 致 虚，或燥 内 血分，肌 失 ；或病久 虚， 血稠滞
成瘀等 病 波及皮 病 所致。本病 因 邪外 等 外邪致病者 少， 床亦
有因内虚而 感受毒邪，阻于 ，以致气血 行失 ，肌 失 而致病者。治 大
法当以扶正 主，或正邪兼 ，或祛邪 急。根据具体病机不同而采取 血 燥祛 ；
或清 利湿祛 ；或活血理气等 法， 据其 病部位的不同而 。治 方式上
可内外合治，中西医配合治 ，必要 合皮 或外科治 ，以取最佳之 效。

摘要
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一　病因病机

（一）气 虚，血虚失濡 本

（二）毒湿 ， 血阻

二　辨 分型
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（一） 血不足
症状

治
方
方

化裁

（二）脾虚湿
症状

治
方
方

化裁

（三）湿 流注
症状

治
方
方

化裁

（四）血 气滞
症状



総説総説

12　日本中医学会雑誌　Vol.2 No.2　2012

治
方
方

化裁

（五）感受燥邪
症状

治
方
方

化裁

：
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糖尿病慢性合併症の中医治療－④

糖尿病性皮膚 痒症の
中医弁証論治
天津中医薬大学第一付属病院・内分泌代謝科　呉深涛
〔翻訳〕天津中医薬大学　柴山周乃

　糖尿病性皮膚瘙痒症は，比較的よく見られる糖尿病合併症の１つである。その病
理メカニズムは，おそらく，血糖上昇が血漿や組織液の浸透圧に変化をもたらし神
経末梢が刺激を受ける，あるいは，皮膚の生物電気活動を低下させることにより発
症する。さらに，皮膚の虚血・酸素不足・発汗異常など病理要素も関係する。本病は，
中医消渇病と「瘙痒」「風瘙痒」などの病証合併の範疇に含めることができる。その
主要病機は，糖尿病患者の多くが陰虚の体で，水虧火熾し，病が長引くとさらに耗
気傷陰し気陰両虚となる，あるいは，燥熱が血分を内傷し，皮膚が失養する。または，
病が長引き陰虚となり，陰血が稠滞し瘀が生じるなど，多くの病変が皮膚病変に波
及し発症する。本病証は，風邪外襲など単純な外邪により発症する者は比較的少な
い。臨床では，内虚のうえに毒邪を感受して経絡を阻害し，気血運行失暢をもたら
し，皮膚が失養し本病にいたる者もある。治療大法は扶正を主に，正邪ともに配慮，
祛邪を急とし治療にあたる。具体的な病機にもとづき，養血潤燥祛風・清熱利湿祛風・
活血理気などの治療法を用い，さらに，発症部位により薬を選択しなければならな
い。治療においては，内外合治・中西医結合で治療し，必要に応じ皮膚科・外科治
療を合わせて行うことにより，最良の治療効果が得られる。

キーワード

要旨
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①　病因病機

（1）気陰両虚・血虚失濡が本である。

（2）毒湿蘊積・ 血阻絡が標である。
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②　弁証分型

蟬

（1）陰血不足
症状

治則
方剤
処方構成 芍

加減
芍

（2）脾虚湿蘊
症状

倦
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治則
方剤
処方構成

加減 蟬

（3）湿熱流注
症状 囊

治則
方剤
処方構成 芍

加減
囊

（4）血 気滞
症状

治則
方剤
処方構成

芍 蟬
加減

芍

（5）感受燥邪
症状

治則
方剤
処方構成

加減
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蟬

結語
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プロフィール



20　日本中医学会雑誌　Vol.2 No.2　2012

④

脾と胃の病証と治療
神奈川県・平馬医院　平馬直樹

表１



基礎理論と方剤を結ぶ入門講座

日本中医学会雑誌　Vol.2 No.2　2012　21

表２ 痩
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連載シリーズ
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表５
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１）脾気虚証（全身の気虚証＋運化機能の減退）

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］
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連載シリーズ

２）脾陽虚証（脾失健運＋陰寒内盛）

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

３）中気下陥証（昇提無力）

［病態］
［症候］

［治法］
［方剤］

４）脾不統血証（脾気虚＋出血）

［病態］

［症候］
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［治法］
［方剤］

５）寒湿困脾証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

６）湿熱蘊脾証

［病態］

［症候］
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連載シリーズ

［治法］
［方剤］

７）胃陰虚証（胃の津液不足）

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

８）食滞胃 証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］
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９）胃気虚寒証（胃 痛＋寒象）

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

飴
飴

10）胃熱（胃火上炎）証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

表６
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連載シリーズ

プロフィール

現職

● 略歴

著書
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⑥

五臓と美容（4）
～肺の特性と美容～

日本中医学会 評議員　一般社団法人 日本美容鍼灸協会 代表理事　北川 毅

【　肺　】（金）

肺の生理機能

①宣発と粛降を主る

・宣発作用



30　日本中医学会雑誌　Vol.2 No.2　2012

連載シリーズ

・粛降作用

②気を主り，呼吸を主る
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中医美容入門

③水道を通調する（通調水道）
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連載シリーズ

④百脈を朝じ，治節を主る

五行学説による「肺システム」

肺は皮（皮膚）に合し，その華は毛（体毛）にあり
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中医美容入門

肺は鼻に開竅する

プロフィール

現職

著書・監修・翻訳
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豆乳 自動豆乳機
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1．大豆イソフラボン

2．レシチン

3．大豆サポニン

ナツメグ
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プロフィール
柴山周乃（しばやま・ちかの）
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日本中医学会雑誌　投稿ならびに執筆規定

1. 目的

2．投稿資格

3．倫理規定

4. 論文の募集と採否

5. 執筆要項
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6. 文献の記載

7. 電子原稿および電子投稿
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8．論文の採否

9．校 正

10．著作権について
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